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質
問
質
疑

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
３
月
１
日
・
２
日
・
３
日
の
３
日
間
で
、
18
人
が
登
壇
し
、

42
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
質
問
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
に
つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

　
　

質
問
質
疑
項
目
（
発
言
順
）      

（
※
）…
掲
載
し
た
項
目

蜂
須
賀　

信　

明　

議
員

　
　

１　

刈
谷
市
の
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

　
　

２　

刈
谷
生
き
が
い
楽
農
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て

　

※
３　

給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
に
つ
い
て

山　

崎　

高　

晴　

議
員

　

※
１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

上　

田　

昌　

哉　

議
員

　
　

１　

刈
谷
市
の
経
済
動
向
と
財
政
に
つ
い
て

　

※
２　

学
校
給
食
と
食
の
安
全
に
つ
い
て

松　

永　
　
　

寿　

議
員

　
　

１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　

※
２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

深　

谷　

英　

貴　

議
員

　
　

１　

安
心
し
て
移
動
で
き
る
歩
道
に
つ
い
て

　

※
２　

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

星　

野　

雅　

春　

議
員

　

※
１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

３　

令
和
５
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　
　

４　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て

稲　

垣　

雅　

弘　

議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
視
座
に
つ
い
て

鈴　

木　

絹　

男　

議
員

　

※
１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　

２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

白　

土　

美
恵
子　

議
員

　

※
１　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　

２　

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

　
　

３　

若
者
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
取
組
に
つ
い
て

山　

本　

シ
モ
子　

議
員

　
　

１　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　

２　

教
育
長
の
教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

　

※
３　

２
０
２
３
年
度
予
算
の
税
金
の
集
め
方
・
使
い
方
に
つ
い
て

新　

海　

真　

規　

議
員

　

※
１　

刈
谷
城
建
設
に
つ
い
て

　
　

２　

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

渡　

邊　

妙　

美　

議
員

　
　

１　

刈
谷
市
の
観
光
施
策
に
つ
い
て

　

※
２　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

伊　

藤　

幸　

弘　

議
員

　

※
１　

公
共
交
通
の
さ
ら
な
る
活
用
性
向
上
に
つ
い
て

鈴　

木　

浩　

二　

議
員

　

※
１　

施
政
方
針
等
及
び
会
派
要
望
へ
の
見
解
に
つ
い
て

　
　

２　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
組
に
つ
い
て

谷　

口　

睦　

生　

議
員

　
　

１　

地
域
・
く
ら
し
の
Ｇ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

　

※
２　

物
価
高
対
策
に
つ
い
て

　
　

３　

高
齢
者
、
障
が
い
者
の
旅
行
支
援
に
つ
い
て

牛　

田　

清　

博　

議
員

　

※
１　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
に
つ
い
て

　

※
２　

下
水
道
行
政
に
つ
い
て

　

※
３　

２
０
２
３
年
度
予
算
に
つ
い
て

黒　

川　

智　

明　

議
員

　

※
1　

第
11
次
刈
谷
市
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て

城　

内　

志　

津　

議
員

　
　

1　

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

※
２　

地
域
の
人
へ
の
投
資
に
つ
い
て

　

※
３　

安
心
し
て
子
を
産
み
育
て
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

４　

住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

質問・答弁がホームページから御覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像を見る」をクリックしてください。

蜂
須
賀　
信
明　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

給
食
に
有
機
食
材
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
の
成
果
は
!!

︱
調
査
・
研
究
の
結
果
、
導
入
に
は
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︱

山
崎　
高
晴　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

市
民
が
誰
で
も
い
つ
で
も
い
つ
ま
で
も
楽
し
め
る
公
園
づ
く
り
を
!!

︱
誰
も
が
快
適
に
心
豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
再
整
備
等
に
取
り
組
む
︱

上
田　
昌
哉　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

給
食
か
ら
子
供
た
ち
の
育
つ
環
境
、
教
育
の
質
の
向
上
を
!!

︱
子
供
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
給
食
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
︱

問　
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
の

「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答　
複
数
の
事
業
者
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
既
存
の
仕
入
れ
ル
ー
ト
で

は
有
機
食
材
の
取
扱
い
は
皆
無
で
あ

る
こ
と
、
あ
い
ち
中
央
農
業
協
同
組

合
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
管
内
で
出

荷
を
目
的
に
有
機
食
材
を
取
り
扱
う

農
家
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

導
入
は
困
難
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
給
食
に
有
機
食
材
を
導
入
す

る
こ
と
の
調
査
・
研
究
の
成
果
は
。

答　
有
機
食
材
を
学
校
給
食
に
取

り
入
れ
て
い
る
東
郷
町
で
は
、
有
機

食
材
の
導
入
検
討
時
に
給
食
提
供
で

問　
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
策
定
さ
れ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園

づ
く
り
構
想
は
、
市
民
が
考
え
て
い

る
公
園
の
理
想
の
将
来
像
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
構
想
の
実
現
に

向
け
た
今
後
の
展
開
は
。

答　
実
現
に
は
、
公
共
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
民
間
と
の
連
携
が
必
要

と
な
る
。
実
現
に
向
け
た
課
題
を
整

理
し
、
優
先
し
て
実
施
す
る
事
業
を

示
し
、
事
業
ご
と
に
計
画
を
策
定
し

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
構
想
の
対
象
外
の
公
園
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
う
の
か
。

答　
地
域
の
主
要
な
公
園
で
あ
る

近
隣
公
園
で
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ

問　
少
子
化
の
波
が
緩
や
か
に
な

る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
政
策
に

予
算
を
つ
ぎ
込
む
必
要
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
と
し
て
給
食
の
無
償
化
に
つ

き
る
生
産
者
が
い
た
が
、
本
市
に
は

い
な
い
こ
と
、
本
市
の
小
中
学
校
の

食
数
は
１
日
約
１
万
４
，
０
０
０
食

で
あ
り
、
市
外
の
有
機
農
産
物
生
産

者
で
も
量
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
な

ど
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。

ー
ス
や
健
康
遊
具
の
設
置
、
身
近
な

公
園
で
あ
る
街
区
公
園
で
は
、
子
供

の
遊
び
場
な
ど
を
創
出
す
る
た
め
新

た
な
公
園
の
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、

全
公
園
で
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
ベ
ン

チ
の
更
新
を
計
画
的
に
行
う
。

い
て
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
現
時
点
で
は
、
給
食
の
食
材

費
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い

魅力ある献立で安心安全な
給食を提供

市
民
の
健
康
増
進
・
余
暇
の
充
実
の

た
め
楽
し
い
公
園
づ
く
り
を

と
考
え
て
い
る
。

問　
国
産
小
麦
の
使
用
割
合
を
増

や
し
た
り
、
有
機
野
菜
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
刈
谷
の
給
食
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
本
市
で
は
、
刈
谷
市
産
や
県

内
産
の
野
菜
を
優
先
的
に
使
用
す
る

な
ど
、
安
心
安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
行
事
食
、

郷
土
料
理
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
。
子
供
た
ち
に
魅
力
あ
る
給
食
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
シ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

松
永　
　
寿　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
の
考
え
は
!!

︱
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
利
用
を
念
頭
に
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
︱

深
谷　
英
貴　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

使
用
者
の
声
に
応
え
「
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
イ
レ
」
の
改
修
を
!!

︱
今
後
、
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
︱

星
野　
雅
春　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

生
活
に
必
要
な
ス
ー
パ
ー
等
の
施
設
撤
退
に
対
し
、
市
と
し
て
の
対
応
を
!!

︱
ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し
た
地
域
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
︱

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
、
健

康
増
進
の
場
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
方
が
多
く
い

る
が
、
多
目
的
に
使
用
し
て
い
る
場

所
で
は
、
プ
レ
ー
す
る
前
に
整
備
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
芝
生
で
は
凸

凹
が
あ
り
、
競
技
に
支
障
が
出
て
い

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
を
望
む
声
が
あ

る
が
、
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い

て
は
、
専
用
で
は
な
い
が
、
小
垣
江
、

井
ケ
谷
、
双
葉
の
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
も
利
用

で
き
る
。
新
年
度
か
ら
、（
仮
称
）

問　
ト
イ
レ
の
改
修
要
望
等
に
つ

い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
者
か
ら
ど

の
よ
う
な
声
が
届
い
て
い
る
の
か
。

答　
小
垣
江
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

ト
イ
レ
の
増
設
を
、
双
葉
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
、
臭
い
や
衛
生
的
な
管
理
と

便
器
の
洋
式
化
を
、
亀
城
公
園
運
動

広
場
で
は
、
同
じ
く
臭
い
や
衛
生
的

な
管
理
の
ほ
か
、
水
洗
化
へ
の
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
者
か
ら
市

問　
南
部
地
区
で
２
件
の
ス
ー
パ

ー
が
閉
店
し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
撤
退

は
買
物
難
民
や
従
業
員
の
失
業
の
問

題
な
ど
、
単
に
民
間
の
事
業
者
が
撤

逢
妻
川
河
川
敷
運
動
広
場
に
お
い
て
、

主
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
の
利
用

を
念
頭
に
置
い
た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後

も
施
設
全
体
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

適
正
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

に
届
い
て
い
る
声
に
対
し
、
今
後
の

改
修
等
の
予
定
は
。

答　
令
和
５
年
度
に
は
、
双
葉
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
常
設
ト
イ
レ
で
和
式
便

器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の
改
修
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
便
器

の
洋
式
化
や
老
朽
具
合
に
応
じ
た
改

修
の
ほ
か
、
適
正
な
数
の
配
置
や
水

洗
化
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
検
討
す
る
。

刈谷市で開催されたグラウンド
ゴルフ大会の様子

退
し
た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と

考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

答　
生
活
に
必
要
な
生
鮮
食
料
品

等
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
の
撤
退
は
、
近

隣
住
民
、
特
に
高
齢
者
等
へ
の
影
響

が
大
き
く
、
懸
念
し
て
い
る
。

問　
刈
谷
駅
前
の
再
開
発
に
は
多

く
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
ス
ー

パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
よ
う
な

生
活
に
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
も
、

市
で
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
ス
ー
パ
ー
等
に
対
す
る
誘
致

支
援
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
特

定
の
業
種
に
対
す
る
存
続
や
誘
致
の

支
援
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
が
、

ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し
た
地
域
の
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

稲
垣　
雅
弘　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

地
域
学
校
協
働
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
目
的
が
あ
る
の
か
!!

︱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
︱

問　
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携

強
化
に
向
け
た
地
域
学
校
協
働
活
動

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
。

答　
地
域
学
校
協
働
活
動
は
、
幅

広
い
地
域
住
民
の
方
の
参
画
を
得

て
、
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の
学
び

や
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、
学
校

を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
活
動
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
双
葉

小
学
校
は
じ
め
４
校
で
活
動
の
効
果

的
な
実
施
を
図
る
た
め
、
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
員
を
委
嘱
し
、
地
域

と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
地
域
に
よ
る
学
校
へ
の

支
援
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
が

地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
と
い
っ
た

地
域
へ
の
取
組
を
進
め
た
い
。
さ
ら

地域全体で支え、子供たちが学び、
成長する活動を

に
、
活
動
に
参
加
す
る
方
々
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
地
域
の
つ
な
が

り
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木　
絹
男　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
長
）

18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
学
校
給
食
費
無
償
化
の
考
え
は
!!

︱
現
時
点
で
実
施
予
定
は
な
い
が
効
果
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
責
任
が
あ
る
︱

白
土　
美
恵
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
親
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
液
体
ミ
ル
ク
の
配
備
を
!!

︱
長
期
保
存
が
で
き
、
備
蓄
に
適
し
た
液
体
ミ
ル
ク
を
配
備
す
る
︱

山
本　
シ
モ
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
水
資
源
部
長
）

市
民
が
喜
ぶ
水
道
の
基
本
料
金
免
除
期
間
の
拡
充
を
!!

︱
水
道
の
基
本
料
金
免
除
期
間
は
、
国
の
支
援
策
終
了
の
時
期
に
合
わ
せ
た
︱

問　
刈
谷
市
が
今
後
さ
ら
に
生
活

先
進
都
市
と
し
て
全
国
に
冠
た
る
も

の
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
例
え
ば
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事

業
は
、
市
長
が
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を

も
っ
て
臨
め
ば
、
日
本
中
が
驚
く
ほ

ど
の
市
に
な
れ
る
。
ま
た
、
若
い
保

護
者
の
皆
さ
ん
は
経
済
的
支
援
を
一

番
に
望
ん
で
い
る
。
市
民
の
声
を
聴

き
若
い
家
庭
に
い
ろ
い
ろ
な
手
厚
い

支
援
を
す
る
こ
と
で
、
刈
谷
市
は
違

問　
防
災
備
蓄
倉
庫
に
液
体
ミ
ル

ク
を
配
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

は
。答　

災
害
時
の
避
難
所
で
は
、
ミ

ル
ク
を
作
る
際
、
哺
乳
瓶
を
洗
う
衛

生
的
な
場
所
、
お
湯
を
沸
か
す
環
境

が
整
わ
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
中
、

お
湯
で
溶
か
す
必
要
が
な
く
、
す
ぐ

に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
従

来
の
製
品
よ
り
賞
味
期
限
が
長
い
液

体
ミ
ル
ク
が
販
売
さ
れ
た
た
め
追
加

問　
物
価
高
の
影
響
で
市
民
生
活

は
依
然
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
都

市
計
画
税
を
せ
め
て
０
・
25
％
に
引

き
下
げ
、
一
方
、
法
人
市
民
税
を
８
・

４
％
に
引
き
上
げ
、
適
正
な
課
税
と

す
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
仮
に
都
市
計
画
税
を
現
行
の

０
・
３
％
か
ら
０
・
25
％
に
引
き
下

げ
る
と
約
５
・
１
億
円
の
減
収
、
法

人
市
民
税
を
現
行
の
６
・
０
％
か
ら

８
・
４
％
に
引
き
上
げ
る
と
約
９
・

７
億
円
の
増
収
と
な
る
。

う
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
欲
し
い
。

親
世
代
、
子
世
代
へ
の
経
済
的
支
援

と
し
て
、
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は

な
い
が
、
経
済
的
な
子
育
て
支
援
策

は
効
果
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す
る

責
任
が
あ
る
。
少
子
化
対
策
は
国
と

地
方
が
連
携
し
な
が
ら
力
を
合
わ
せ

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

配
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
配
備
予
定
の
液
体
ミ
ル
ク
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
粉
ミ
ル
ク
と
同
様
、
常
温
で

18
か
月
の
長
期
保
存
が
で
き
、
備
蓄

に
適
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
常
時

で
の
利
用
は
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ

り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
飲
み
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
平
常
時
か
ら
の
普
及
啓
発

に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。問　

水
道
の
基
本
料
金
免
除
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
の
補
正
予
算
で
は
な

く
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
こ
と
は

評
価
す
る
が
、
期
間
を
６
か
月
間
で

安全な水を
どんなときでも

は
な
く
、１
年
間
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
水
道
の
基
本
料
金
免
除
の
拡

充
期
間
に
つ
い
て
は
、
国
の
物
価
高

騰
に
対
す
る
電
気
料
金
等
の
支
援
策

の
終
了
時
期
を
踏
ま
え
て
、
10
月
検

針
分
ま
で
の
６
か
月
と
し
て
い
る
。

新
海　
真
規　
議
員	
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

市
民
に
対
し
刈
谷
城
の
建
設
の
是
非
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
!!

︱
市
民
公
園
づ
く
り
会
議
や
利
用
者
か
ら
幅
広
く
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
︱

渡
邊　
妙
美　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
具
現
化
で
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
!!

︱
潜
在
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
に
努
め
る
︱

伊
藤　
幸
弘　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

生
活
者
の
利
便
性
と
先
進
性
を
追
求
し
た
「
公
共
交
通
計
画
」
策
定
を
!!

︱
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
の
再
編
を
行
う
︱

問　
刈
谷
城
の
建
設
計
画
が
持
ち

上
が
っ
て
長
い
時
間
が
経
過
し
て
い

る
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡

大
に
よ
る
疲
労
感
と
物
価
高
に
よ
り

市
民
生
活
は
困
窮
し
て
お
り
、
お
城

よ
り
も
優
先
す
る
べ
き
こ
と
が
山
ほ

ど
あ
る
と
考
え
る
。
お
城
建
設
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　
亀
城
公
園
を
再
整
備
す
る
に

当
た
り
、
か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
す

こ
と
が
公
園
整
備
に
ふ
さ
わ
し
い
と

問　
令
和
３
年
４
月
に
あ
っ
た
社

会
福
祉
法
の
一
部
改
正
の
内
容
は
。

答　
地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合

化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
包
括

的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。

問　
本
市
の
包
括
的
支
援
と
は
、

何
を
ど
う
包
括
的
に
支
援
す
る
の
か
。

答　
相
談
者
の
属
性
や
世
代
、
相

談
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
相
談
を
受
け

止
め
、
適
切
な
支
援
関
係
機
関
と
連

問　
現
在
策
定
中
の
「
地
域
公
共

交
通
計
画
」
の
進
め
方
と
進
捗
は
。

答　
本
計
画
は
令
和
３
年
度
か
ら

着
手
し
、
バ
ス
利
用
者
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
中
学
校
区
単
位
で
地
区
代

表
者
等
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
令
和
５
年
度
末

の
公
表
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
市
民
や
利
用
者
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取
れ
た
課
題
は
。

答　
北
部
や
南
部
で
は
タ
ク
シ
ー

多
く
の
市
民
の
皆
様
が
考
え
た
結
果

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
せ
ず
に
、

莫
大
な
税
金
を
投
入
す
る
の
は
問
題

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
民
公
園
づ
く
り
会
議
で
は
、

幅
広
い
世
代
や
分
野
か
ら
参
加
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
利
用
者
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

意
見
を
と
り
ま
と
め
た
公
園
の
理
想

の
姿
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

携
を
図
り
、
総
合
的
に
相
談
支
援
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
従
来
の
縦
割
り
行
政
で
は
地

域
共
生
社
会
の
構
築
は
難
し
い
。
ど

の
よ
う
に
仕
組
み
を
構
築
す
る
の
か
。

答　
地
域
資
源
の
強
み
を
生
か
す

体
制
が
必
要
と
な
る
た
め
、
庁
内
関

係
課
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
す
る

と
と
も
に
、
庁
外
の
支
援
関
係
者
と

も
議
論
を
重
ね
、
目
指
す
べ
き
体
制

や
進
め
方
な
ど
意
識
の
共
有
を
図
る
。

の
満
足
度
は
低
く
、
バ
ス
の
運
行
本

数
や
待
合
環
境
の
向
上
等
の
面
で
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

問　
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
が

目
指
す
具
体
的
な
姿
は
。

答　
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

デ
マ
ン
ド
交
通
等
と
の
連
携
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
か
り
ま
る
は
幹
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
内
交
通
の
機

能
を
意
識
し
た
路
線
改
正
を
行
い
、

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。


